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序章 。 問題 の所在 と本研 究 の概 要

問題 の所在

五十嵐喜廣 (い が らし 。よ しひ ろ)[18721944]は 、1872(明 治 5)年 山形県湯野

浜 (現 鶴岡市)に 生 まれ 、明治 。大正 。昭和 (戦 前)の 時代 に生 きた人物である。

では、なぜ本研 究 にお いて五十嵐喜廣 を対象 とす るのか。その理 由 としては、以

下の二つが挙げ られ る。 1895(明 治 28)年創設 か ら 114年続 いてい る 日本児童育成

園 (岐 阜県 )、 1929(昭 和 4)年創設 か ら 80年 を迎 えた七ご思恩園 (山 形県)の 二

つの児童養護施設 を創設 した人物 こそが五十嵐喜廣であった。 そ こで、なぜ戦前・

戦中 。戦後 と長年 この よ うな事業の継続 を可能 に させ てきたのか。 その よ うに考 え

た とき、その原 点 ともいえる創設者五十嵐喜廣 に興味 を持 った。も う一つの理 由は、

この問題 を取 り組む に至 った内的動機 として、五十嵐喜廣 と筆者 が同郷 であること

が挙 げ られ る。 同郷 とい うのは、山形県庄 内地方 とい う場所で生 まれ育 つた とい う

ことである。そ して、その土地の気候や 自然 を同様 に経験 してい る とい う共通性 が

ある。 したがつて、郷土の先人 としての五十嵐喜廣 を研究す ることは 自身の強みに

なる と考 える。

元来、社会福祉 における歴史研 究がなぜ必要 とな るのか。特 に、本研究は人物 の

歴史 を迪 ることを対象 とす るため、人物史研究の意義 とは何であろ うか。社会福祉

の歴史研 究に関 して、金子 (2007)は 、「「学」としての社会福祉 を探究す る場合、

理論研 究がその中核 とな ることに異論 はないであろ う。理論研 究 と歴史研 究の関係

を見 る と、理論 による意味づ けを離れ て史実は存在 しないが、逆 に歴史的事実 を抜

きに して理論 を構築す ることは不可能である。 この よ うに理論研 究 と歴 史研究 は相

互に依存 し合 つてい る。 。・・」2と ある。 この よ うに、社会福祉 の歴史研 究は、歴

史的事実 を基 に理論 を構築す るための基盤 、 さらには社会福祉 の学問探究への基盤

の一つ として成立す るといえる。

人物史研 究の意義 に関 して、 さらに金子 (2007)は 、 「日本 の社会福祉史の研究

者 は、政治史や経済史 に偏 つていて、社会福祉 の先駆者たちの歴史研 究 を十分 に行

ってきた とは必ず しもい えない。」3と している。また、田代 。菊池 (1989)に よる

と、 「従来の歴史は、 とか く中央の一部有名 なエ リー トをつねに登場 させ、民衆 を

いつ も中央の有力者 の方 を向かせ ることに終始 していた ことを強 く反省 させ られ る。

2金 子 光 ― (2007)
3金 子 光 一 (2007)

『社会福祉のあゆみ』

『社会福祉のあゆみ』

「は しが き」 pp.1～ 1を 参 照 。

p.3を 参 照。
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地方の地域 で、名 もな く、 日だたな く、社会福祉実践 を 日夜 コツコツ と支 え築 いて

きた人物がいかに多 くいた ことか、 こ うした従来歴 史にあま り登場 して来なか った

草の根福祉 の人物 を掘 り起 こ し、その人がいかに 日本 の社会事業・社会福社 の基礎

を築いてきたか、その極 めて重い実 Ft― 遺産 を継承で きれ ば と考 えてい る。」4と ある。

したがって、よ り多 くの社会福祉事業実践者達の軌跡 に もスポ ッ トライ トを当て る

ことによって、現代の社会福祉 に通ず るものを発掘す る必要があるのではないか。

そ して、『 社会福祉人物史 (上 )』 には、本研 究の対象である五十嵐喜廣 もその人

物 の一人 と して紹介 している。 よって、五十嵐喜廣 はその人物 として適 当す るので

はないか。

五十嵐喜廣の人物像 を捉 えるためには、1895(明 治 28)年 に岐阜県で孤児救済事

業 を開始す るまで、五十嵐 の背景 を理解す る必要があ る。その主な背景 とは、幼少

期 にお ける両親 の死 と、新潟県北越学館 でのキ リス ト教への入信 である。

五十嵐喜廣は、父与右衛 門 (よ うえもん)と 母霜 (し も)の 間に生 まれた。 父与

右衛 門は、 1873(明 治 6)年 、五十嵐が 2歳 の時 に逝去 した。そ して、その 4年 後

の 1877(明 治 10)年 、五十嵐 が 6歳 の時に永眠す る。五十嵐 は立て続 けに 自分の父

母 を失 うことにな る。 さらに、キ リス ト教信者 としての五十嵐喜廣 もまた、彼 の生

涯 を迪 るにあたつて欠かす ことのできない背景である。五十嵐は、新潟北越学館 の

校長松村介石の著書 を読 んで感銘 を受 けた。 1889(明 治 22)年 に同館へ入学後、成

瀬仁蔵 (日 本女子大創 立者 )や 内村鑑三 らの教 えを受 けた。 そ して、松村介石 とは

後 に生涯 を通 じての師弟 関係 としてその人間関係 を築 くことになる。北越学館 卒業

後の彼 は、郷里 に帰 り家族 をキ リス ト教 に導 こ うとしたが、逆 に猛烈な反対 を うけ、

家族 にキ リス ト教 を受 け入れ られ なかった。その後、五十嵐 は一度上京 し、キ リス

ト教伝道 に従事す るため岐阜県 を 目指す ことになる。

本 論 文 の概 要 と研 究 の 方 法

本論文は、五十嵐喜廣 の生涯 を年表 における解釈 の正確性 の確認 、及び解釈 の違

いの整理 とい う視点か ら考察す ることを 目的 と してい る。

本研 究の研究方法 としては、まず 、年表の解釈 にお いて、6つ の文献及び資料 を

選定 した。選定 した文献や資料 にはそれぞれ年表 が記 され ているので、各年表 を並

列 させ 、解釈の比較 を行 った。 そ うして整理 した年表 の解釈 の中には、解釈 の違い

が存在 していることも調査 中に発見 した。そ こで、一次資料 として『 創 立 9o周 年 を

記念 して一 「濃飛育児院 (明 治 34年 )の 複製―』 にある機 関紙『 濃飛育見院』 か ら、

選択 した年代の年表の解釈 を分析 し、解釈の正確性 の確認及び解釈 の違 いの整理 を

行 う。年表解釈 の基準 となる文献 としては、『 孤児の父 五十嵐喜広 の生涯』(1981.

不破義信 )を設 定 した。 なぜ な ら、五十嵐喜廣の出生か ら逝去 までの一連 の流れ を

取 り上げている ところが他 の文献 と違い、五十嵐 の全体像が よ りわか りやすいか ら

である。

以上の視点を持 って、年表の解釈 をま とめることとす る。

4田 代国次郎・菊池正治 (1989)『 社会福祉人物史 (上 )』 「はしがき」を参照。
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本 章 .五 十 嵐 喜 廣 の 生 涯  ― 年 表 研 究 に お け る一 考 察 か ら―

第 1節 .五十嵐喜 廣 の 出生年月 日

1872(明 治 5)年 (当 時、五十嵐喜廣 0歳 にあた る。 )

五月二十 日、五十嵐喜広、山形県西 田川郡加茂町大字湯野浜で同与右衛 門 と霜の

四男 として生れ る。

思恩会 ホームペー ジに よる と、 1872(明 治 5)年 「5/21湯 野浜温泉恵比寿屋 の三

男 として出生 幼名 =岩 太郎」 と表記 している。

「岐阜県 にお ける社会事業の歴史― 岐阜県にお ける最古育児施設飛騨育児院 と創

立者五十嵐喜広」 (1975、 浅倉恵一)で は、明治 5年 「五十嵐喜広 山形県湯野浜 に

生れ る」 と表記 してい る。

『 社会事業の先覚者  五十嵐喜廣翁』 (1984、 社会福祉法人思恩会 )で は、昭和

十九 (一 九四四 )年「五月二十 日、山形県湯野浜温泉五十嵐興右衛 門 (幼 名岩五郎 )、

母霜の三男 として出生、岩太郎 と命名。」と表記 している。 (し か し、p.18に は「四

男」 と表記 している。 )

上記 の文献の解釈 の違 いを整理す る と、五十嵐喜廣 の出生 日は 5月 20日 か、5月

21日 かである。

一次資料 として適 当 とは言 えないが、五十嵐 の出生年月 日について、若干 の考察

ができる資料が『 五十嵐喜廣 の生涯』 である。 同文献の 「第一部 五十嵐喜広 の出

生か ら濃飛育児院の誕生 まで」の 「第一節 五十嵐喜廣の生立」では、 「明治五年

二月二十 日に山形県、西 田川郡、加茂町、湯の浜 に一人の赤 ン坊 が生れ た。」5と 述

べてい る。続 く 「第二節 彼 の家系」では、 「喜広即 ち幼名岩太郎 は、四代与右衛

門の四男 と して生れ た。同胞 は何れ も男子 で彼 は末子 である。」6と 述べている。従

って、五十嵐喜廣は、1872(明 治 5)年 5月 20日 、五十嵐家の四男 として出生 した

ことが考察できる。

第 2節 。 日本児 童 育成 園 (飛 騨 育児 院 )の創 設年 と創 設 背景

1895(明 治 28)年 (当 時、五十嵐喜廣 23歳 にあた る。 )

四月五 日、飛騨船津町の路傍 で富山県生れ の幼児一名 を拾 う。

二月六 日、船津町大火七人○戸焼失

五月二十 日、古川町で飛騨育児院発足す るも九月 にな り全 く経営難 に陥 る。

思恩会ホームペー ジによる と、1895(明 治 28)年 「岐阜県古川町の素封家本 田六

二郎氏 よ り家屋 を無償貸与、飛騨 育児院 を創 立、7名 の孤児 を収容」 と表記 してい

る。

『 社會事業界の偉 才 五十嵐喜廣翁― 小偉― 』 (1956、 思恩会 )で は、明治 26

年の欄 に、 「五月、岐阜県飛騨国古川町飛 田育児院創 立、明治十九年五月濃美育児

5不
破 義信

6不 破義信

(1981)『 孤児の父

(1981)『 孤児の父

五十嵐喜広の生涯』、共和印刷株式会社 p.2を 参照。
五十嵐喜広の生涯』、共和印刷株式会社 p.4を 参照。
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院 に改称、明治 ll「 九年十月 日本育児院 に改称。」 とある。

「岐阜県 にお ける社会事業の歴史― 岐阜県にお ける最古育児施設飛騨育児院 と創

立者五十嵐喜広 J(1975、 浅倉恵一)で は、明治 28年 5月 「岐阜県古川町 に 「飛騨

育児院 J創 立」 と表記 してい る。

『 社会事業の先覚者  五十嵐喜廣翁』 (1984、 社会福祉法人思恩会)で は、明治

二人 (一 人九五)年 「四月五 日、飛騨船津町の路傍 にて富山県生 まれ の幼児一名 を

拾 う。」、 「五月二十 日、岐阜県古川町の素封家本 田六二郎氏 よ り家屋 を無料貸与

され、飛騨 育児院 を創 立 して、七名 の孤児 を収容す る。」 と表記 している。

『 み恵み に生か され て 創 立 1lo年 の歩み』 (2005、 道下淳)で は、明治 28年 5

月 20日 「岐阜県飛騨市古川町に五十嵐喜廣が飛騨育児院 を創設 、院長 に。」と表記

してい る。

『 創 立 90周 年 を記念 して一 「濃飛育児院 (明 治 34年 )の 複製―』 の『 濃飛育兒院』

の内容 に、創設年 を証明す る一文が記 され てい る。 「第一章 濃飛育見院の奎端」

には、「・・・身の破万も未壻をも霞みず蹟て笑
｀
謄にも進露に肴埴いて自る■■を

だひ■げましたのが屁の筆業の鑑場で基患と箱
1愉

り素轟昔克院と讐ふ署を種■に
雲接したのは讐に明Ъ十人等の憲五明の写

力
bでね程りましただは、・・・」7と あ

る。 この ことか ら解釈す るに、飛騨育児院の創設 を世 に発表 したのは、 1895(明 治

28)年 5月 20日 であることが証明 され る。

日本児童育成園 とい う名称 になったのは、昭和の時代 に入 つてか らである。明治 28

年 の創設 当時は、飛騨育児院 とい う名称 であつた。 そ して、その一年後 に濃飛育児

院 と名称 を変 えたために、機 関紙 の名称 が『 濃飛育兄院』 になつてい る。

第 3節 .七窪思恩 園 (日 本 育児 院七窪 分 院)創設 年 と創 設 背 景

1929(昭 和 4)年 (当 時、五十嵐喜廣 57歳 にあた る。 )

五月二十 日、鶴 岡市七窪 にシオ ン園開設。

同 日 育児院創 立三十五周年記念会 を講堂で挙行

思恩会 ホームペー ジに よると、1929(昭 和 4)年 「七窪 に分院創設、昭和 8年 「七

窪思恩園」 として独立 (開 設後 10年 間電線 な くランプ生活 )」 と表記 してい る。

『 社會事業界の偉 才 五十嵐喜廣翁―小俸―』 (1956、 思恩会)で は、明治十一

年五月の欄 に 「東京、明治 四十年丹波国舟井郡、明治 四十二年北海道十勝国、明治

四十 四年 甲府市、大正三年朝鮮全羅南道光州、大正十二年米国カル フォルニヤ州「モ

ンタラ」、昭和 四年 山形県西 田川郡西郷村大字 下川 に、同五年台湾に各 々分院 を設

立す。」 と表記 している。

「岐阜県 にお ける社会事業の歴史― 岐阜県にお ける最古育児施設飛騨育児院 と創

立者五十嵐喜広」 (1975、 浅倉恵一)で は、5月 「山形支部 の設 立 (山 形県西 田川

郡西郷村七窪 に分院 を設 立 し、同年 8月 に独立 し 「七窪思恩園」 と改称 し、園長兼

務 となる」 と表記 している。

7『創立 9o周 年を記念して一 「濃飛育児院(明 治 34年 )の 複製―』「濃飛育兒院」p.1を 参照。
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『 社会事業の先覚者  五十嵐喜廣翁』 (1984、 社会福祉法人思恩会 )で は、昭和

四 (一 九二九)年 「五月一 日、山形 県西 田川郡西郷村七窪 に分院 を創設 し、昭和人

年人月十 日、七窪分院 を独 立せ しめ、七窪思恩園 と改称す。」 と表記 している。

『 み恵みに生か され て 創 立 110年 の歩み』 (2005、 道下淳)で は、5月 「山形

支部 を設立。 (山 形県西 田川郡西郷村七窪)園 長兼務。S5.9防 貧事業 として、メロ

ン研究会 を組織 し、会長 に就任。S8.8七 窪分院 を分離 。独立。七窪思恩園に改称。」

と表記 している。

本節 にある 日本育児院 とは、明治 39年 に濃飛育児院か らさらに名称 を変更 した も

のである。 その分院 とい うことで、 日本育児院七窪分院 となっている。

ここで も、『 五十嵐喜廣の生涯』 の文献か ら考察す る。 「第人部 沿革史粗描」

の 「第二節 郷里七窪 に思恩園 と砂丘地開発」 よ り、 「・・・昭和五年二月、郷里

湯野浜の海岸 に分院 を設置せ ん とす る計画 を発表 した ところ、郷 党は双手 を挙 げて

賛意 を表 し、財団法人七窪分院創 立後援会 を組織 して顧 問、創 立委員 、評議員 を地

方有力者 に委嘱 して活動 を開始 し、専 ら庄 内地方 に寄付 を仰 いだが、之に対 し、鶴

岡市、東 田川郡、飽海郡 の各小学校児童 と中等学校 の生徒職員 は零細 な浄財 を寄付

して、この事業の完成 を援 けた。」 8と ある。 この こ とか ら、1929(昭 和 5)年 2月

に山形県湯 の浜 に分院 を創設 しよ うとしていた ことがわかる。 そ して、年表 に倣 う

とすれ ば、その 3ヶ 月後 に分院創設 が実現 した ことが言 えるであろ う。

第 4節 .五十嵐 喜廣逝 去年 を妻 五十 嵐 よ しの回顧録 よ り分析 す る

1944(昭 和 19)年 (当 時、五十嵐喜廣 72歳 にあた る。 )

七月十三 日、院長五十嵐喜廣 山形県七窪で執務 中脳溢血で昇天、満七十二才。

人月十三 日、妻 よ し二代 目園長 となる。

思恩会 ホームペー ジに よる と、1944(昭 和 19)年 「七窪思恩園にて執務 中、五十

嵐喜廣急逝」 と表記 してい る。

『 社會事業界の偉 才 五十嵐喜廣翁― 小博一』 (1956、 思恩会 )で は、 (3)賞 罰

の欄 に、昭和十九年七月十三 日「逝去。氏は熱烈なる愛国者 に して基督教信者 であ

り、一生 を社会事業に献 げ られた孤児達の慈父である。」 と表記 してい る。

「岐阜県における社会事業 の歴史― 岐阜県にお ける最古育児施設飛騨育児院 と創

立者五十嵐喜広」 (1975、 浅倉恵一)で は、昭和 19年 7月 「院長五十嵐喜広七窪思

恩園にて死去」 と表記 してい る。

『 社会事業の先覚者 五十嵐喜廣翁』 (1984、 社会福祉法人思恩会 )で は、昭和

十九 (一 九四四)年 「七月十三 日、七窪思恩園 に於 て急逝。」 と表記 してい る。

『 み恵み に生か されて 創 立 110年 の歩み』 (2005、 道下淳 )で は、昭和 19年 7

月 13日 「五十嵐喜廣 、七窪思恩園にて執務 中に脳溢血 による召天 72歳 。」、8月

13日 「五十嵐 よ し夫人 (園 母)が 2代 目理事長兼園長 に就任」 と表記 してい る。

五十嵐喜廣の逝去年 を証明す る資料 として、『 創 立六十周年記念誌』 にある 「式

8不 破義信 (1981)『 孤児の父 五十嵐喜広の生涯』、共和印刷株式会社 p.162を 参照。
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辞」 には、 日本児童育成園二代 目園長であ り、五十嵐喜廣の妻 にあた る、五十嵐 よ

しが次の よ うに述べてい る。 「私が知人の平 田平三牧師の御世話 によつて婦人伝道

所 をや めて五十嵐喜広 に嫁 して来たのは大正元年の暮 で したので私 と園 との関係 も

丁度 四十二年 になるわけです。其の間園母 として夫 を援 け、昭和十九年七月に夫が

昇天 した後 は二代 日園長 として園 と共に今 日まで歩んで参 りま した。」9。 この文章

には、五十嵐喜廣が昭和十九年七月 に逝去 した ことがわかる。 したが つて、上記 の

文献に記 した よ うに、五十嵐喜廣が逝去 したのは 1944(昭 和 19)年 7月 と合致す る。

終 章 。 本 研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

一 五十嵐 喜 廣 の生涯 を年表 よ り紹介 して一

本研 究 の ま とめ

本研 究では、 日本 にお ける二箇所 の児童養護施設 、 日本児童育成園 と七窪思恩園

の創設者 である五十嵐喜廣の生涯 の一部 を考察 して きた。一次資料 をは じめ として、

関連す る文献資料 か ら、五十嵐 の出生年月 日及び逝去年 、 日本児童育成園及び七窪

思恩園の創設年・創設背景 を明 らかに した。

しか し、五十嵐喜廣の生涯 には、本文には収 ま りきれ ない要素が存在す ることも

確 かである。五十嵐 に関す るそのキー ワー ドとして、キ リス ト教 、 日本児童育成園

の歴史、 日本国内 。世界各地の分院の動 向、五十嵐喜廣 と四人の妻、三度の海外研

修、庄内砂丘地開発 、提案 。提唱 した もの、五十嵐喜廣 に関す る著書・機 関誌 、就

任・推薦 され た役名 、表彰 された もの、の 10項 目を挙 げてお く。

今 後 の課題

今後の研 究への重要課題 は、五十嵐喜廣 に関す る一次資料 の発掘である。その一

次資料 とは、五十嵐喜廣本人が著 した本 、機 関紙等が含 まれ る。本研 究では、五十

嵐喜廣の出生年、七窪思恩園 (日 本育児院七窪分院 )の創設年 における一次資料 を

紹介できなかつた。 これ らの年代 を証明す ることを始 め、今後 は一次資料の発掘調

査方法 もまた検討 していかなけれ ばな らない。

最後 に、 日本 の社会福祉・社会事業実践 を築 いてきた先人達の努力や苦労は、戦

前・戦後の壁 を越 えて継承 していかなけれ ばな らない ものであろ う。そのために も、

社会福祉 の歴史研 究において、社会福祉 。社会事業実践者の歴史分野の さらなる開

拓の一助 となれ るよ うな探究心 を持 ち続 けていきたい。

9五 十嵐よし (1955)『 倉1立 六十周年 記念誌』、日本児童育成園 pp.1～ pp.2を 参照。
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